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編

集

後

記

『手
繰
舟
』
影
印
は
今
回
で
完
了
し
た
の
で
、
永
野
仁
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
て

解
説
を
付
し
た
。
同
氏
の
御
多
端
の
な
か
の
労
に
深
謝
し
た
い
。

他
の
三
篇
の
論
文
は
、
い
ず
れ
も
若
い
研
究
者
の
も
の
、
そ
れ
も
、
た
ま
た

ま
現
代
語
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
に
な
っ
た
。
佐
竹
久
仁
子
論
文
は
、
指
示
詞

「
そ
れ
」
の
省
略
に
関
す
る
も
の
で
、
指
示
語
の
機
能
の
問
題
と
、
文
脈
上
の

語
句
省
略
の
問
題
と
を
か
ら
め
た
着
想
の
も
の
。
鄭
秀
賢
論
文
は
、
受
身
表
現

に
関
す
る
日
韓
両
国
語
の
対
照
研
究
で
、
そ
の
異
同
を
追
求
し
て
、
今
後

一
層

発
展
す
べ
き
当
該
分
野
に
お
け
る

一
つ
の
礎
石
を
置
こ
う
と
す
る
も
の
。
米
川

明
彦
論
文
は
、
言
語
研
究
の
対
象
と
し
て
の
手
話
の
研
究
、
あ
る
い
は
、
手
話

言
語
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
考
察
の
第

一
歩
を
踏
も
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

若
い
芽
を
育
て
鍛
え
る

一
つ
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
人
た
ち
と

と
も
に
喜
ぶ
と
同
時
に
、
学
界
の
き
び
し
い
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
お
も
う
。

次
号
は
記
念
特
集
号
の
予
定
。
な
お
、
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
諸
賢
の
さ
か

ん
な
投
稿
を
期
待
し
た
い
。

（官
地
裕
）

０

投

稿

規

定

回

ｏ
直
接
購
読
者
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｏ
原
稿
の
内
容
は
国
語

。
国
文
学
、
国
語
教
育
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
三
十
枚
以
内
と
す
る
。

ｏ
原
稿
の
送
り
先
は

「〒
五
六
〇
豊
中
市
待
兼
山
町

一
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
、
語
文
編

輯
委
員
」
宛
。

ｏ
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に

一
任
の
こ
と
。

ｏ
採
用
し
な
か
っ
た
原
稿
は
返
送
料
が
添
附
し
て
あ

れ
ば
返
送
に
応
ず
る
。

ｏ
一
括
購
読
者
が
投
稿
す
る
際
に
は
代
表
者
か
ら
紹

介
せ
ら
れ
た
い
。

△
雑
誌
の
寄
贈

・
交
換

・
購
読
に
つ
い
て

ｏ
雑
誌
の
寄
贈

・
交
換

・
購
読
は
〒
五
六
〇
豊
中
市

待
兼
山
町

一
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
宛

に
願
い
た
い
。

（許纂̈
　一麒勅
（枷躍）ｔｔ五一↓）
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